【平成十九年第四回市議会定例会提案理由説明】　（12月4日）

本日、ここに、平成十九年第四回市議会定例会が開催されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
師走を迎え、今年も余すところ一ヶ月足らずとなりました。この一年を振り返りますと、県内においては、年明けからの記録的な暖冬、三月の能登半島地震、梅雨の豪雨、夏場の猛暑など、大きな自然災害や異常気象に見舞われた年でありました。

特に、能登半島地震においては、輪島市で震度六強を記録するなど、奥能登地域を中心に甚大な被害をもたらし、本市においても、近年にない震度四の強い揺れを観測しましたが、幸いにも大きな被害を受けませんでした。

日頃から、住民に対する防災意識の高揚や行政・消防などによる防災体制の充実強化などが指摘されている中で、災害時においては、ひとり暮らし高齢者や身体障害者などの要援護者に対する救助活動を、迅速かつ安全に実施する必要があることから、住民に最も身近な組織である町内会による防災活動が、特に重要であると認識いたしております。

本市においては、昨年度から各町内会へ自主防災組織の立ち上げを要請し、現在、町内会全体の約六割で組織されておりますが、今後とも災害に強いまちづくりを進めるため、皆さんのご理解とご協力をいただきながら、組織率の一層の向上を図り、地域住民による救援体制づくりに努めるとともに、市や広域消防を中心とした防災体制の確立に全力を傾注するものであります。

それでは、市政の状況についてであります。

はじめに、合併して三年目を迎えた本市は、市民に開かれた公平で公正な市政運営を目指し、住民の融和と一体感の醸成を図る中で、総合計画をはじめとした、市民生活に直結する様々な計画の策定や各種事務・事業を積極的に推進し、新市の基盤づくりに努めてまいりました。特に、本年度は、総合計画の実施初年度の重要な年であることから、歳入・歳出の徹底した見直しを図り、一層、行財政改革を推進するとともに、創意と工夫を凝らし、本市が将来に向かって大きく飛躍していくための様々な施策の推進を図りながら、市民との協働、自然との共生による魅力あるまちづくりの実現に、努力しているところであります。

　次に、市民が主役のまちづくりの推進についてであります。
　新市となり、来年二月に合併三周年を迎えようとする中で、市民の皆さんに、ふるさとへの愛着と誇りを持っていただくとともに、今後のまちづくりのシンボルとするため、先月三日の市政功労者表彰式にあわせて、白山市の花、木及び鳥を制定したところであります。

　花は、古くから家の庭先で栽培されるなど市民に親しまれ、また加賀の千代女の代表句で有名な「あさがお」を、木は、豊富な地下水の供給など水源涵養機能にも優れ、自然の恵みの象徴である「ぶな」を、鳥は、市内に広く生息し、市民の幸せを願い、自然と文化のまちづくりを目指す象徴としてふさわしい「うぐいす」を、それぞれ選定したものであります。

　さらに、本市のまちづくりの基本的な理念を明確化し、市民協働の規範となる市民憲章を策定するため、本年度中に委員会を立ち上げ、平行して進めます自治基本条例との整合性を図りながら、来年秋にはこれを制定することとしております。

　次に、心豊かで感性あふれる人を育む施策の展開についてであります。

　現在、建設を進めております白嶺小・中学校につきましては、校舎二階の躯体工事を施工しており、引き続き内部工事に取りかかり、屋内体育館と併せ、来年七月の完成に向けて順調に工事が進められております。

　美川小学校の改築につきましては、建設基本構想検討委員会の答申を踏まえた整備方針に基づき、現在、設計を進めており、来年度に建設工事の着手を目指すものであります。

　今後とも、学校施設の計画的な整備を進め、時代を担う子どもたちが安心して勉学や、スポーツに励み、人間性豊かな思いやりの心をもった人として成長できるよう、教育環境の充実に努めてまいることとしております。

　本年四月に施行されました「白山市子どもの権利に関する条例」に基づく行動計画につきましては、策定委員会や権利委員会、こども会議などを開催し、子どもの権利の保障が総合的かつ計画的に図られることを目的とした行動計画の素案をこのほど取りまとめ、現在、市民へのパブリックコメントを実施しており、今年度中に策定するものであります。

　次に、住み良い快適な環境の整備についてであります。
北陸新幹線の整備状況につきましては、平成二十六年度の完成を目指し、今年度の事業費が県内全体で四十億円追加配分されたことに伴い、市内における用地費等が約三億円増加され十八億円となったことで、本線部分の用地取得等に係る事業が追加できることとなるなど、順調に進捗しております。

白山総合車両基地につきましては、先月までに沿線町内会より、用地境界測量についてのご了解をいただきましたので、測量業務に着手したところであります。

新幹線に関連する道路の付替えにつきましては、本線部分では、鉄道・運輸機構と八月に協定を締結し、測量設計業務を行っており、また、車両基地関係でも、市道四路線の測量設計を年明け早々に取りかかる予定としております。

徳光スマート・インターチェンジにつきましては、利用者の利便性の向上と安全な通行の確保を図るため、本年九月より接続する道路の整備などを進めてきたところ、上下線とも、今月二十五日に供用できる運びとなったことから、引き続き利用促進が図られるよう、周知に努めることとしております。

老朽化が進んでおりました天狗橋の架け替えにつきましては、先月五日に、平成二十四年度の完成を目指し起工式が執り行われたところであります。新天狗橋は、安全性、利便性及び機能性に優れた構造となっており、本市と南加賀地区を結ぶ広域幹線橋梁として、速やかな事業の完成を期待するものであります。
一方、道路特定財源につきましては、地方における道路整備がいまだ不十分な中で、道路特定諸税に上乗せをしている暫定税率の適用期限が、平成二十年春に到来することから、引き続き、地域経済の活性化や交流人口の拡大などにつながる幹線道路や、生活道路の整備を促進するため、地方六団体が一丸となって、関係省庁に対し、暫定税率の維持を働きかけているところであります。
なお、これに係る意見書の採択を本市議会に対して要請いたしておりますので、何卒適切なるご決議を賜りますようお願いするものであります。

次に、躍動する地域産業についてであります。　

産業基盤の拡充を図るため、新たに整備を進めております工業団地につきましては、十七.七ヘクタールの用地取得に向けて、地元関係者との協議を重ねてきたところ、このほど、概ねのご了解をいただきましたので、今後、関係機関との調整を進め、来年六月を目途に造成工事に着手したいと考えております。
次に、観光振興につきましては、観光資源の効果的な活用や観光振興に係る人材育成などを目的とした地域再生マネージャー事業の積極的な推進を図りながら、中京・関東地方からのモニターツアーや観光ガイド塾、観光関連の事業者向けセミナーなどを開催し、観光客の誘致や地域の活性化に努めてきたところであります。
また、本年七月に、国土交通省より認可を受けた「観光地域づくり実践プラン」において、実施主体となる「まるごと白山ファンクラブ運営協議会」が、「清らかで美味しい白山の伏流水」を、全国に名だたる名水としてのブランド化を目指すため、調査・研究を進めており、本市としても、新たな観光資源の開発・育成と地域振興の向上につながるものと期待されることから、事業の推進を全面的に支援していくこととしております。

次に、いしかわ身近な森保全事業につきましては、県から配分される森林環境税を活用し、里山地域の広葉樹の伐採とその伐採材を利用した旧白山下駅の「木の香り広場」の整備、こどもの森の恵み推進事業としての間伐・枝打ち体験などを行ったものであり、こうした取り組みを継続することにより、森林の多様な公益的機能が将来にわたり維持され、良好な森林を次世代に引き継いでいく原動力となることを期待するものであります。
次に、安心して生活できる環境の整備についてであります。

来年四月より施行されます後期高齢者医療制度につきましては、増大する医療費を安定的に賄い、適切な高齢者医療制度の確保を図るため、七十五歳以上の方を対象に独立した医療制度として創設されたところであります。このほど一人あたりの平均月額保険料が七千四十七円に決定されたところでありますが、この制度の円滑な運用に向けて、万全の体制を整えることとしております。
子育て支援対策につきましては、本年度より通院医療費に対する助成を入院医療費と同様に、小学校就学前から卒業までに拡大したところであり、さらに、平成二十年度からは、中学校卒業までに拡大し、義務教育期間における医療費の一層の負担軽減を図るものであります。
次に、子ども相談窓口につきましては、それぞれの担当部署で行っていた相談業務を本年四月から一元化したことにより、きめ細やかで連携の取れた利用しやすい総合相談窓口となったことで、児童・生徒からも数多くの相談が寄せられるようになっております。今後とも、誰からも信頼される相談室とするため、相談員の資質向上や相談体制の一層の充実を図ってまいりたいと考えております。
次に、自然環境との共生についてであります。
白山の世界文化遺産登録に向けた取り組みにつきましては、「霊峰白山と山麓の文化的景観」を遺産候補とし、石川県、福井県、岐阜県、勝山市、郡上市及び本市の三県三市による共同提案として文化庁に提出し、本年一月の文化審議会での審査の結果、いくつかの課題が示され、継続審査となりました。
こうしたことから、課題への対応策などを検討する「白山に係る世界遺産連絡会議」等において、改善策などを協議した結果、構成する遺産等の拡充の必要性が指摘されたことから、白山中宮の機能を備えていた「那谷寺」がある小松市及び美濃禅定道に関わる大野市、高山市、白川村が正式に加わることとなり、新たに三県六市一村の共同提案として、今月二十八日までに文化庁へ提案書を再提出することとしております。
次に、行財政改革についてであります。

本市におきましては、平成十八年三月に行財政改革大綱を策定し、市民に効率的で質の高いサービスを提供するため、その具体的な取り組みについて毎年度の実施状況を確認し、これを公表しております。

こうした中、計画的で実情に即した財政運営を行うため、財政計画と事業計画の両面から検討した中期財政計画を策定し、毎年度見直しを行い、予算編成の基礎として活用することとしております。
平成十九年度の中期財政計画では、依然として厳しい歳入状況のもと、歳出においては、公債費及び扶助費が大きな割合を示す中で、教育施設や道路事業などの重点事業を計画的に実施するとともに、行財政改革による人件費や物件費の削減などを行い、健全財政を堅持することといたしております。
平成二十年度の予算編成にあたっては、更なる経費の節減と、着実な行財政改革を実行し、将来にわたって安定した財源基盤の確立に向けて取り組むこととしております。
それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案九件、条例案七件、事件処分案五件の計二十一件であります。
はじめに、議案第百二十二号から第百三十号までの平成十九年度補正予算についてであります。
まず、一般会計につきましては、総額七億一千四百六十万八千円を増額補正するものであります。その主なものとして、

総務費では、来年度の制定に向けた市民憲章に係る委員会の開催費、北陸新幹線建設事業費追加負担金など、九千二百五十四万八千円を、
民生費では、児童数の増加及び産休等の代替による臨時職員の人件費、法人保育園運営費負担金の返還金など、五千二百八十二万一千円を、
衛生費では、妊婦検診に対する助成制度の拡大に伴う検診事業費、市民健康診査の受診見込の増による委託事業費など、一千七百五万五千円を、
商工費では、市営スキー場に係る観光事業特別会計への繰出金など、二億五千八百八十一万六千円を、それぞれ計上するものであります。

土木費では、北陸新幹線の建設関連市道付替えに係る測量設計費、平成二十一年度を目途に都市計画マスタープラン策定のための委員会設置などの経費、松任駅南北自由通路の予備設計事業費など、四千五十五万七千円を計上するものであります。なお、新幹線関連の市道付替え測量設計業務及び松任駅南北自由通路の予備設計が、それぞれ二ヶ年となるため、債務負担行為として、一億二千五百万円及び一千万円を措置するものであり、また、都市計画マスタープランの策定が三ヶ年事業となるため、債務負担行為として、三千百万円を措置するものであります。
教育費では、明年四月に開校となります白嶺小・中学校の準備経費、児童数の増加による明光小学校の仮設校舎増築費、自転車通学の増加が見込まれます美川中学校の自転車置き場増設費、全国大会・県大会等の出場による中学校体育連盟及び文化連盟への大会派遣補助費、松任総合運動公園陸上競技場整備事業など、一億一千八百十三万三千円を計上するものであります。なお、陸上競技場の整備事業が二ヶ年となるため、債務負担行為として、三千五百万円を措置するものであり、また、統合小中学校第二期事業の屋内プール及び運動場の整備では、安全性に配慮した十分な工期を取るため、債務負担行為として、四億七千百七十万円を措置するものであります。
公債費では、公的資金補償金免除繰上償還費として八千四百四十二万九千円を計上するものであります。
これらの財源として、市税、国・県支出金、繰越金及び市債などを充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算総額は 四百八十九億六千六百八十七万三千円となったものであります。

 また、特別会計につきましては、その主なものとして、国民健康保険特別会計では、療養給付費の確定による返還金と交付金収入による財源更正など、観光事業特別会計では、使用料から利用料金制への変更に伴う財源更正、下水道事業特別会計では、公的資金補償金免除繰上償還費などをはじめ、六つの特別会計で、総額五十五億百八十五万七千円を増額補正するものであります。

また、水道事業会計及び工業用水道事業会計につきましては、公的資金補償金免除繰上償還費など、二つの事業会計で総額五億八千百九十五万八千円を増額補正するものであります。
なお、給与関係費につきましては、一般会計、特別会計及び事業会計において、所要の補正を行うものであります。
次に、議案第百三十一号から第百三十七号までの条例案について、その主なものについてご説明申し上げます。
「白山市学校教育施設整備基金条例」につきましては、本市が設置する学校教育施設の整備の財源に充てるための基金を創設するものであります。

「白山市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、国家公務員の給与の改定に準じ、若年層に限定した給料表の改正などを行うものであります。
「白山市立学校設置条例の一部を改正する条例」につきましては、来年四月より白嶺小・中学校が開校することに伴い、名称と位置の決定を行うものであります。
「白山市保育所条例の一部を改正する条例」につきましては、尾口保育所を廃止し、吉野保育所に統合するものであります。
「白山市子育て支援医療給付金支給条例の一部を改正する条例」につきましては、医療費の助成対象年齢を小学校卒業までから中学校卒業までに拡大するものであります。
次に、議案第百三十八号から第百四十二号までの事件処分案のうち、その主なものについてご説明申し上げます。
まず、白山石川医療施設組合規約の変更につきましては、病院事業について、地方公営企業法に基づく「一部適用」から「全部適用」に移行するため、適用条文を追加することについて、議会の議決を求めるものであります。
市道路線の認定及び変更につきましては、土地区画整理事業の概成に伴う十五路線の認定と一路線の変更を行うもので、それぞれ議会の議決を求めるものであります。
そのほか、小字の名称変更及び県営かんがい排水事業の協定の一部変更につきまして、それぞれ議会の議決を求めるものであります。
以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう、お願いいたします。
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